
　重点目標一覧表 担当部局名 健康こども未来部

【平成２６年度重点目標】 【平成２７年度重点目標】

重点目標 重点目標

重点目標 重点目標

重点目標 重点目標

①
ア　神川地区統合保育園の整備

イ　丸子地区統合園（みなみ、東内、わかくさ三園統合）の整備

② 親子ひろばの新たな開催と充実 ②

 ア 児童館、児童センター等での親子ひろばの開催日数の増 　ア 年間153日開館

③利用者支援事業の推進

④ 幼保小中の連携の推進(ｽﾀｰﾄｶﾘｷｭﾗﾑに向けての連携)

重点目標 重点目標

重点目標 重点目標

　(2) 発達相談・支援の充実

　 ア 支援者向け研修会の実施

　 イ 発達支援担当保育士育成研修の実施

　 ウ 保育所職員に対する研修の実施
②　虐待予防と早期発見、適切な対応のための体制づくり

 ア 虐待予防の啓発

③ ひとり親世帯への支援の充実

 ア 支援事業の啓発

 イ 就労支援の充実のため関係機関との連携を強化

 ウ ひとり親世帯の交流の場の提供

※ 評価基準［◎：目標を上回る達成］［○：目標どおり達成］［△：目標未達成の部分あり］［×：全て目標未達成］

市長指示事項 市長指示事項

イ 地元､関係部署と協議を行う。

④新たに3校4園を加え、12校14園で実施 

③新たに3校4園を加え、12校14園で実施 

 イ 要保護児童、要支援世帯への支援充実のため関係機関との連携強化   イ 要保護児童対策協議会2回開催 個別ｹｰｽ会議を随時開催

　 ア 発達相談事業　巡回指導　イ 支援の継続のための関係者会議の開催　

 ・東小学校と東部保育園　・中塩田小学校と塩田中央保育園

 ・丸子中央小学校と中丸子保育園　・西内小学校と西内保育園

・出前講座の実施年10回　・子宮頸がん検診年間300件　・特定健診の受入

(2) 発達相談・支援の充実

　ア  相談事業48回、巡回指導48回を開催　イ  3月まで　1回

(3) 発達支援に関する支援者の資質の向上

①発達支援体制の強化

②母乳育児の推進（ＢＦＨ認定継続） ②母乳育児率5％ＵＰ

　ウ 3月まで　親と子の交流会2回開催

　ア 3月まで 1回　イ 公開保育:青木村保育園(10/14)実施 学習会:6月

  　･7月･1月に3回実施 児童発達支援ｾﾝﾀｰ研修:6月･10月実施

  ウ 10/28、11/19に2回実施

②

③

　イ 3月まで　1回

①

　・医療スタッフの確保 ・常勤医師3人体制及び夜間看護3人体制の確保

　ア 3月まで　支援制度の説明会

  イ ﾊﾛｰﾜｰｸや県の就業支援員との連携

　(3) 発達支援に関する支援者の資質の向上

④啓発活動の実施 ④公立病院としての啓発活動

　・出前講座「命の学級」の実施・検診等による自己管理意識の啓発

　・女性の要望に応えた婦人科専門外来の開設に向けての準備 ・要望に応えた婦人科診療域の拡充

　・婦人科良性疾患の手術の実施 ・婦人科良性疾患手術8件

　ア 11月虐待防止月間を中心に講演会

①
　(1) 発達支援事業の啓発の強化 (1) 発達支援事業の啓発の強化
　 ア ガイドブックを支援者、保護者に配付 　ア 年度内　2,000部配布

・「健康しあわせづくりプロジェクト」として様々な機関、組織等に働きかけて参加者を増やすこと。・食育関係の指導は、農政部門と連携して取り組
むこと。・救急医療体制について、上小圏域外への搬送について、仕組みや実態等市民へ周知すること。・地域がん診療連携拠点病院の指定に
ついては、市としてサポートすること。・統合保育園については、方向性を定めながら具体的になるよう努力すること。・市立産婦人科病院関係は、
医療スタッフの確保、当病院の信頼確保、医療センター及び信大との連携に重点を置いて取り組むこと。

５

多様なニーズに応えるきめ細かな子育て支援施策の充実
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き） 期限・数値目標等

　 イ 発達講演会（一般向け）の開催

①上田市保育園等運営計画に基づく保育施設の整備

　・医療サービス向上のための研修の充実

　ア 子育て支援コーディネータ－の配置　イ 子育て支援総合パンフレットの作成

　イ  新たに2か所で実施　　ウ ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座受講者30人　ｻﾎﾟｰﾀｰ活動者90人 イ 子育て出張ひろばの増　　ウ サポーターの充実

・研修会等の定期的な実施

　ア　コーディネーター2名　イ　10月までに1万枚

ア 関係部局と調整を図り用地の早期取得を目指す

　・信州上田医療センターとの役割分担による連携 ・分娩取扱再開後の役割分担による連携

４

安全・安心な医療の提供と婦人科外来診療の拡充
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き） 期限・数値目標等

①安全で安心な医療の提供及び医療サービスの向上

③婦人科外来診療の拡充 ③地域の要望にこたえる婦人科診療域の拡充

  ・信州上田医療ｾﾝﾀｰの医師確保と「地域がん診療連携拠点病院」の指定

③地域の医療環境を守るため、医療機関の役割を広報し、適切な受診を推奨 ③「知って安心・医療の仕組み」を活用した広報・信州上田医療ｾﾝﾀｰの見学会の実施

３

安心して子育てができる環境の整備と事業の推進
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き） 期限・数値目標等

　・上田市医師確保修学資金等貸与制度の実施 　と地域がん診療連携拠点病院の指定に向けた支援

２

救急医療体制整備と医師の確保による地域医療体制の充実
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き） 期限・数値目標等

①救急医療体制の整備

①「健康幸せづくりプロジェクト事業」の推進

  ・内科・小児科初期救急センターの運営と周知

　・深夜等初期救急患者受入体制の整備
　・病院群輪番制病院と後方支援病院の信州上田医療ｾﾝﾀｰへの支援

②医師等の安定的な確保体制の構築 ②修学資金等貸与制度の継続管理、広域連合と連携した同ｾﾝﾀｰの医師確保

①広域連合と関係市町村と連携して事業を実施し、初期救急医療と二次救急
医療体制を整備、圏域外への救急搬送率を抑制
・上小医療圏から圏域外への救急搬送率（参考）
　H21 18.7%、H23 16.3%、H25 14.2%、H26 12月末 H13.8%

③こころの健康づくりの推進 ③ｹﾞｰﾄｷｰﾊﾟｰ養成講座と講演会の開催する。 

１

健康幸せづくりプロジェクト事業の推進
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き） 期限・数値目標等

①広報等に掲載し、事業の周知と参加者の拡大を図る。

 (1)学校との連携による「子どもの身体づくりの基本、正しい姿勢の保持」の啓発
 (2)妊婦歯科健診の実施
 (3)特定健診未受診者への個別訪問の強化
 (4)健康づくりチャレンジポイント制度の実施
 (5)全市民健幸ウオーキング事業の実施
 (6)地域健幸ウオーキング事業の実施
 (7)ﾛｺﾓﾃｨﾌﾞｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ予防を健康推進委員と協働で地域に普及啓発
 (8)インターバル速歩実践講座修了者継続事業
 (9)健幸クラウドシステムの導入

 (1)5校で実施
 (2)年間健診受診者数　360人
 (3)年間訪問件数 1,500人
 (4)年度末参加者数　1,000人
 (5)年間参加者数　500人
 (6)公民館、自治会単位のｳｵｰｷﾝｸﾞ、健康教室開催数　15回
 (7)広報2回、健康推進委員の実技研修(全地域）、各地区・ﾌﾞﾛｯｸでの健康教室開催
 (8)新規参加者の継続率90％以上
 (9)システムの導入完了と分析結果の公表

②生活習慣病の発症予防、重症化予防のための壮年期（40歳～
64歳）における食（育）指導の実施

②特定健診受診者の健康状態に合わせた食事指導対象者全員に関わること
を目指す。（約1,000人）

1


